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図 ₁ 　1960年，1980年と2013年 ₂ 月のアラル海の湖岸線


















































村 2002; Micklin 2007; 大西・地田 2012; 地田 2013a: 2013b など）。独立後のアラル
海流域の水資源をめぐる地域・国際協力や水資源・エネルギー問題について









































архив Республики Казахстан; 以下，ЦГА РК と略す）のカザフ共和国漁業省の
文書である。現在のところ，筆者が閲覧したのは同省の1975年と1976年の関
連文書 ₂ 年分にすぎない。また，ロシア国立経済文書館（Российский 





ズルオルダ州公文書局アラリスク地区公文書館（Аральский районный архив 
Управления архивов и документации Кызылординской области; 以下，АРА 


























































































































していた（РГАЭ 8202/20/2903/39, 41; ЦГА РК 1130/1/1484/121）。





























キロメートルの13.9％を取水していたことになる（Корниров и Тимошкина 






















































































（出所）РГАЭ （8202/20/2462/3; 2903/39; 4916/28）， Ermakhanov et al.（2012, 7）， White （2014, 322）
より筆者作成。
（注）「РГАЭ」とは，ロシア国立経済文書館の公文書資料にある漁獲量を示す。「Ermakhanov et. 





































































































































































































































































































































































































































同年 ₆ 月には，クズルオルダ魚肉加工場からも同様の要請が上がり， ₁ 作業
班10人のみチャルダラ貯水湖への受け入れが認められている（ЦГА РК 
1130/1/1613/177, 180）。ただし，チャルダラ貯水湖も渇水の影響を受け，1974















和国漁業省令で開始が決定された（АРА УиД КО 4/1/1118/48）。そして，翌
1978年 ₇ 月には，ブグニ，アマノトケリ，カラチャラン，チュムシュクリの
漁師たちによる出稼ぎ漁が初年から大成功を収めたことが報告されている




























































































人口は，1970年と1999年との比較になるが，この30年間で ₃ 万7722人から ₃
万347人へと7375人ほど減っている。アラリスク地区全体ではこの30年間で






































































































































































































































１ Космический мониторинг состояния водных ресурсов［ 水 資 源 の 状 態 に 関

































年 ₁ ～ ₂ 月，2014年 ₉ 月に行ったフィールド調査（カザフスタン），ならびに




















































































る。筆者によるアケスペ村のベテラン漁師 U 氏，アクバストゥ村の元漁師 I
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付表　アラル海災害への初期対応策とその後：年表
1959 カラクーム運河第一期区間竣工
1960 アラル海の水位低下が始まる
1965 漁獲量の減少が始まる
1969 シルダリヤ川の余剰水，アルナサイ盆地への放水開始
漁民からの魚の調達価格値上げ
1970 アラリスク漁業コンビナート，加工用に海洋魚の受入開始
1973 カザフ共和国閣僚会議，小アラル海漁村の振興策，島嶼部住民の移住策を決定
1974 アラル海漁業の維持をめぐってソ連中央とカザフ共和国とが意見対立
1975 被災地住民移住の開始
1976 アラリスク地区振興策についてカザフ共和国党・政府決定，シルダリヤ川デルタ
地域の湖沼を漁場として整備，元漁民への就業対策など
第25回ソ連共産党大会，シベリア河川転流構想の「科学的調査研究の実現に着手
する」ことを宣言
小アラル海での漁獲量制限の撤廃，アラル海漁業の危機
アラリスク漁業コンビナートが生産合同「アラルルィブプロム」に改組
1978 小アラル海漁民への出稼ぎ漁の斡旋開始（バルハシ湖）
1979 アゾフ海産カレイのアラル海への順化実験開始
1980 アラル海周辺住民の健康被害深刻化
1981 灌漑地での節水策の本格導入開始
1984 ソ連閣僚会議，シベリア河川転流構想へのゴーサイン
アラル海での漁獲量ゼロに
1985 ゴルバチョフ書記長就任，ペレストロイカ開始，環境世論の高まり
1986 チェルノブイリ原子力発電所事故
シベリア河川転流計画を撤回するソ連党・政府決定
1989 小アラル海と大アラル海の分離
1990 ソ連政府，アラル海救済のために国連環境計画（UNEP）との協力開始
1991 ソ連解体，カザフスタン共和国の独立
（出所）筆者作成。
